
































れる。小栗風葉の代表作「恋慕ながしj (~読売新関~ 1898.9.5 '" 12.5)が、









(小栗j民議「失恋詩人J ~文芸倶楽部』第2巻 1:3号、 1896.11 、 Op.1 :3 8寸 39)




日ふさいで腐る。(泉銭花「恋愛詩人J ~太陽』第1巻2号、 1897.1 、 p.115)
3) r害関が玄室のために死ぬるやう立男だろうかそんな事はなからうJ
木田独歩「死J wl認民之旋』第~)70号、 1898.6、 p.86)
以後、小説や翻訳などに f失恋j の使用が多く認められるようになる川。
「失恋J の辞典への最も早い収録は、 1907年の『辞林~ (金沢庄三郎編、
省堂〕、 Z註解 和英新辞典~ (山iコ造調{也、賞文館)に見られる。英和辞典で
は、 1917年の『熟語本位 英和中辞典~ (斎藤秀三郎、日英社)に、 Tolコe
disappointed in loveの訳語として「失恋する j 、 1931年の F大英手n~*典~ (市









1862) 、『英和字葉大全~ (市)11義夫、製紙分社、 1885)、『新訳無-双;英和辞書』


































































































































































(6)小説では、 1思議議花 E不安Q帰s (良友社、 1900，p.147)、紅葉山入「続々金色夜
叉J (読売新開.!I 1901ん7)、木下尚t工「火の柱JU毎日新開.!I1904.1.4)など、ま
た翻訳では、かげろふ訳 f独詩評釈(授の慰藷)J (~こころの華z 第4巻第8号、
1901β、p;:30)、上村ヰ:)11訳「おもかげJ (~文芸倶楽部s 第7巻第13号、 190 1. 10、







(10)西棋1993は、 Y.D.について、 1920年頃に日本に留学していた、呉覚農 (1896
'" 1989)だとしている。
(11)魯迅〈栽fl]<<語紙》的始終><ar4穿j引:IJ>第1巻第2$謡、 1930.2((<魯迅全集》人
民文学出版社、 1981、p.166)
(37) 
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